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平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日
㈫
、
公
益

社
団
法
人
大
月
法
人
会
第
三
回
定
時
総
会

を
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
（
富
士
吉
田
市
）
に
於

い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

天
野
一
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
細
谷

憲
二
会
長
が
大
月
法
人
会
を
代
表
し
て
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
定
款
第
十
五
条
に
基

づ
き
細
谷
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
事

務
局
の
出
席
状
況
報
告
に
よ
り
総
会
が
有

効
に
成
立
す
る
こ
と
を
宣
言
。
続
い
て
議

事
録
署
名
人
と
し
て
立
川
正
史
氏（
理
事
）

と
宮
下
完
爾
氏
（
理
事
）
を
指
名
し
た
後
、

議
事
の
審
議
に
入
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た

議
事
す
べ
て
が
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
に
お
い
て
は

当
総
会
前
に
開
催
さ
れ
た
青
年
部
会
の
定

時
総
会
に
お
い
て
、
役
員
の
一
部
改
選
が

あ
り
、
青
年
部
会
長
が
川
上
洋
一
郎
氏
に

代
わ
り
小
佐
野
昇
一
氏
が
選
出
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
し
、
小
佐
野
新
青
年
部
会
長
が

就
任
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
及
び
報
告
終
了
後
、
会
員
増
強
表

彰
及
び
保
障
制
度
元
請
会
社
優
績
社
員
表

彰
が
行
わ
れ
、
都
留
支
部
（
小
林
歳
男
支

部
長
）
と
富
士
吉
田
統
括
支
部
（
小
佐
野

紀
之
統
括
支
部
長
）
が
会
員
増
強
銀
賞
を

受
賞
し
、
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
の
伴

野
さ
と
み
様
、
前
川
ま
ゆ
み
様
が
優
績
社

員
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
祝
辞
を
大
月
税
務
署
長
山
岸

正
俊
様
、
東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部

長
村
松
滝
夫
様
、
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

副
会
長
丸
茂
紀
彦
様
の
三
名
か
ら
い
た
だ

き
、
併
せ
て
ご
来
賓
の
方
々
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。

来
賓
名（
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
来
賓
除
く
）
　

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括

国
税
調
査
官
　
　
　
　

髙
橋
　
稔
様

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
審
理

上
席
国
税
調
査
官
　
　

齊
藤
一
朗
様

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
多
摩
支
社

甲
府
営
業
所
営
業
部
長

岩
井
　
敬
様

Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
甲
府
支
店
支
店
長

堀
尾
俊
介
様

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会

社
山
梨
支
社
支
社
長
　

根
岸
　
淳
様

事
務
局
よ
り
の
祝
電
及
び
ご
芳
志
の
披

露
を
以
っ
て
第
三
回
定
時
総
会
の
次
第
を

全
て
終
了
し
、
外
川
凱
昭
副
会
長
よ
り
閉

会
の
辞
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
、
特
別
講
演
会

を
開
催
し
、
特
別
講
演
会
終
了
後
に
は
、

懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

議
　
事

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
五
年
度
決
算
報

告
の
承
認
を
求
め
る
件

第
二
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
承
認
を

求
め
る
件

第
三
号
議
案
　
そ
の
他

第
三
回
　
定
時
総
会
を
開
催
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報
告
事
項
（
理
事
会
承
認
事
項
）

（
一
）
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
の
件

（
二
）
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
の
件

（
三
）
そ
の
他

小
佐
野
昇
一
新
青
年
部
会
長
紹
介

特
別
講
演
会

講
師

テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

川
村
　
晃
司
氏

演
題

「
激
動
の
日
本
！
今
後
の
政
治
と

経
済
の
ゆ
く
え
」

講
師
略
歴

一
九
五
〇
年
青
森
県
生
ま
れ
。
一
九
七

三
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
後
、
テ
レ

ビ
朝
日
入
社
。
報
道
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
中
心
に
、
八
四
年
～
八
九
年
ま
で
カ
イ

ロ
支
局
長
を
務
め
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
戦

争
を
最
前
線
で
取
材
。
帰
国
後
、
八
九
年

中
国
天
安
門
事
件
を
現
地
リ
ポ
ー
ト
。
九

一
年
の
湾
岸
戦
争
勃
発
時
に
は
バ
ク
ダ
ッ

ド
で
一
〇
五
日
間
の
長
期
取
材
を
敢
行
す

る
。
以
後
、「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

報
道
デ
ス
ク
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
を

経
て
、
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
客
員
研
究
員
。

現
在
、
テ
レ
ビ
朝
日
「
や
じ
う
ま
プ
ラ

ス
」「
ワ
イ
ド
！
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
な
ど

の
各
番
組
で
外
交
、
政
治
・
経
済
に
強
い

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中
。

〇
四
年
～
立
教
大
学
非
常
勤
講
師

〇
九
年
～
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

現
在
の
出
演
テ
レ
ビ
番
組
は
、
前
出
の

他
「
ス
ー
パ
ー
Ｊ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
朝
日
ニ

ュ
ー
ス
タ
ー
「
愛
川
欽
也
の
パ
ッ
ク
イ

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

受
賞
歴
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
企
画

「
シ
リ
ー
ズ
特
集
　
老
い
・
・
・
」
で
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
受
賞
。「
今
、
我
が
子
は
」

で
民
放
連
賞
受
賞
。

主
な
著
書
は
、「
戦
場
記
者
の
十
年
」

(

全
国
朝
日
放
送)

「
俺
た
ち
の
原
点
」

（
共
著
）「
イ
ラ
ク
戦
争
　
検
証
と
展
望
」

（
共
著
）「
ア
ラ
フ
ァ
ッ
ト
議
長
の
素
顔
」

（
共
著
）「
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
真
実
～
映

画
が
語
る
世
界
の
裏
側
～
」（
宝
島
社
）

正
副
会
長
会
・
理
事
会

の
開
催

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
㈮
、
午

前
十
時
・
十
一
時
よ
り
平
成
二
十
六
年
度

第
一
回
の
正
副
会
長
会
・
理
事
会
を
大
月

法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
項
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
　
事

（
審
議
事
項
）

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
五
年
度
収
支
決

算
報
告
承
認
の
件
、
並
び

に
監
査
報
告

第
三
号
議
案
　
理
事
相
当
一
名
退
任
に
よ

る
新
理
事
相
当
推
薦
の
件

（
報
告
事
項
）

一
、
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
の
件

二
、
県
連
事
業
「
女
子
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
募
集
の
件

三
、
全
法
連
「
法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

シ
ス
テ
ム
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
件

四
、
第
三
回
定
時
総
会
開
催
案
内
の
発
送

の
件

五
、
事
務
職
員
の
退
職
と
新
採
用
の
件
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富
士
吉
田
支
部
主
催

セ
ミ
ナ
ー

本
年
も
富
士
吉
田
六
支
部
に
よ
る
支
部

長
、
副
支
部
長
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会

の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
地
域

の
納
税
意
識
の
高
揚
及
び
納
税
知
識
の
普

及
・
啓
蒙
を
め
ざ
し
、五
月
二
十
七
日
㈫
、

富
士
吉
田
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
一
般
十
三
名
を
含
む
総
勢
九
十
七
名

出
席
の
も
と
、
大
月
間
税
会
協
賛
、
富
士

吉
田
市
後
援
を
頂
き
、
公
益
社
団
法
人
大

月
法
人
会
富
士
吉
田
支
部
主
催
セ
ミ
ナ
ー

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
会
山
下
幹
事
長
の
司
会
進
行
に

よ
り
、
大
月
法
人
会
細
谷
憲
二
会
長
及
び

大
月
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
髙
橋
稔

統
括
国
税
調
査
官
の
挨
拶
に
続
き
、
同
部

門
齊
藤
一
朗
審
理
上
席
国
税
調
査
官
、
大

月
間
税
会
渡
辺
昭
夫
会
長
、
富
士
吉
田
市

堀
内
明
義
税
務
課
長
の
紹
介
が
な
さ
れ
た

後
、
第
一
部
の
税
務
研
修
会
が
行
わ
れ
、

大
月
税
務
署
髙
橋
統
括
官
が
講
師
と
な

り
、「
税
務
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
分
か

り
や
す
い
税
に
つ
い
て
の
解
説
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
大
月
市
出
身
の
落
語
家
林

家
正
雀
師
匠
に
よ
り
「
修
行
の
お
も
し
ろ

噺(

ば
な
し)

」
と
題
し
て
の
講
演
に
加
え
、

落
語
、
舞
踊
も
披
露
し
て
頂
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
一
時
間
三
十
分
で
し
た
。
講
師

紹
介
を
浅
沼
歌
子
女
性
部
会
富
士
吉
田
支

部
長
、
花
束
贈
呈
を
女
性
部
会
幹
事
日
川

和
子
さ
ん
が
行
い
、
立
川
正
史
下
吉
田
第

二
支
部
長
の
終
わ
り
の
挨
拶
に
て
セ
ミ
ナ

ー
を
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
は
市
民
会
館
を
会
場
と
し
飲
食
禁

止
の
た
め
、
参
加
者
に
は
大
月
法
人
会
の

名
入
れ
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
記
念
品
と
し
て
配

付
し
ま
し
た
。
当
日
は
役
員
の
皆
様
方
に

は
早
朝
よ
り
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
積
極

的
に
ご
協
力
を
頂
き
、
地
域
に
密
着
し
た

大
変
す
ば
ら
し
い
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
で
き

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
数
回
に
及
ぶ
役
員
会
の
開
催
に

よ
る
会
議
室
の
提
供
と
事
務
局
を
担
当
し

て
頂
き
ま
し
た
都
留
信
用
組
合
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
役

員
一
同
は
来
年
度
の
「
富
士
吉
田
セ
ミ
ナ

ー
」
の
開
催
の
確
認
を
し
ま
し
た
。

富
士
吉
田
六
支
部
統
括
支
部
長

小
佐
野
紀
之

関
係
民
間
団
体
事
務
局
長
会

及
び
関
係
民
間
団
体
長
会

平
成
二
十
六
年
六
月
十
二
日
㈭
、
二
十

三
日
㈪
、
大
月
税
務
署
三
階
会
議
室
に
於

い
て
、
大
月
税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体

事
務
局
長
会
及
び
団
体
長
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

議
　
題

一
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
・
決
算
報
告

と
平
成
二
十
六
年
度
事
業
・
予
算
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

二
、
関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会

三
、
平
成
二
十
六
年
度
納
税
表
彰
式

四
、
第
二
十
九
回
中
学
生
に
よ
る
税
金
弁

論
大
会

五
、
税
務
署
か
ら
の
連
絡
事
項

六
、
各
団
体
か
ら
の
連
絡
事
項

七
、
そ
の
他

大
月
法
人
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

大
月
法
人
会
だ
よ
り
「
か
つ
ら
川
」

は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

第
一
五
六
号
か
ら
掲
載
。

URL:http://w
w

w
.otsuki-hojinkai.jp/
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全法連からの
お知らせ

全法連からの
お知らせ

全法連からの
お知らせ

全法連からの
お知らせ



(6)

平
成
二
十
六
年
六
月
十
日
㈫
、
甲
府
法

人
会
館
に
於
い
て
県
連
税
制
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
県
下
４
単
位
会
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
に
よ
る
会
員
企
業
の
要
望
を
踏

ま
え
、
次
の
と
お
り
山
梨
県
連
提
言
書
と

し
て
全
法
連
へ
提
出
し
ま
し
た
。

副
会
長
・
税
制
委
員
長
　
外
川
凱
昭

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言

景
気
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
表
面
的

に
は
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
円
安
に
よ
る
燃
料
や
原
材
料
費
の
コ

ス
ト
の
上
昇
、
工
場
の
事
業
閉
鎖
な
ど
の

影
響
を
受
け
、
中
小
企
業
が
太
宗
を
占
め

る
地
方
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

当
会
で
は
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
に

つ
い
て
、
本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き

「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
県
下
４
単
位
会
に
お
い
て
実
施
し
、
前

年
実
績
よ
り
多
い
６
１
０
社
か
ら
要
望
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
会
員
企
業
の
要
望
を

踏
ま
え
次
の
よ
う
な
提
言
を
要
望
す
る
。

法
人
税
制

１．

法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ

近
年
欧
州
諸
国
や
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国

は
法
人
実
効
税
率
を
引
き
下
げ
、
25
％
台

あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
国
が
多
い
。

一
方
、
我
が
国
の
法
人
実
効
税
率
は
復

興
特
別
法
人
税
を
１
年
前
倒
し
廃
止
し
た

も
の
の
35
％
台
と
主
要
国
の
中
で
は
ま
だ

高
い
。
海
外
か
ら
日
本
へ
の
直
接
投
資
を

増
や
す
た
め
に
は
法
人
税
率
を
引
き
下
げ

る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
多
く
の
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
は
日
本
を
ア
ジ
ア
の
近
隣
諸
国

と
比
較
し
な
が
ら
立
地
選
択
を
し
て
い

る
。企

業
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
な
く
、

経
済
の
活
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
法
人
実
効
税

率
を
25
％
台
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。ま
た
、

減
税
財
源
は
法
人
の
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大

ば
か
り
で
な
く
、
税
制
全
体
の
中
で
カ
バ

ー
す
る
べ
き
で
あ
る
。

２．

中
小
法
人
の
軽
減
税
率
に

つ
い
て

中
小
法
人
の
軽
減
税
率
は
昭
和
56
年
以

来
、
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か
れ
て

い
る
。
中
小
企
業
の
活
性
化
の
観
点
か
ら

適
用
所
得
金
額
を
２，

０
０
０
万
円
程
度

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

３．

交
際
費
課
税
に
つ
い
て

交
際
費
の
損
金
不
算
入
制
度
は
交
際
費

の
冗
費
的
支
出
の
抑
制
を
図
る
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
通
念
上
避
け

が
た
い
慶
弔
費
は
交
際
費
課
税
の
対
象
か

ら
除
外
す
る
こ
と
。

４．

固
定
資
産
の
取
得
価
額

（
土
地
と
と
も
に
取
得
し
た
建

物
等
の
取
得
費
）
に
つ
い
て

地
方
都
市
の
中
心
商
店
街
は
車
社
会
に

よ
る
駐
車
場
問
題
、
郊
外
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
出
店
攻
勢
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
取
引
の
進
展
等
の
影
響
を
受
け
空
洞
化

が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
不
動
産
取
引
の

低
迷
、
構
築
物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
幽
霊

ビ
ル
化
に
拍
車
が
掛
か
り
活
性
へ
の
険
し

さ
が
増
し
て
い
る
。

現
行
の
法
人
税
制
で
は
土
地
と
と
も
に

取
得
し
た
建
物
等
を
取
得
後
お
お
む
ね
１

年
以
内
に
取
り
壊
し
て
土
地
を
利
用
す
る

場
合
、
取
り
壊
し
費
用
は
土
地
の
取
得
価

額
に
算
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
取
り
壊
し
費

用
を
資
産
計
上
で
は
な
く
経
費
と
し
て
認

め
る
こ
と
。

所
得
税
制

配
偶
者
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て

現
行
の
配
偶
者
控
除
制
度
は
配
偶
者
の

年
収
が
１
０
３
万
円
以
下
の
場
合
、
扶
養

家
族
を
持
つ
社
員
に
は
家
族
手
当
を
支
給

す
る
企
業
も
多
い
こ
と
か
ら
１
０
３
万
円

を
超
え
な
い
範
囲
で
勤
務
時
間
を
調
整
す

る
者
が
多
い
た
め
、
配
偶
者
（
多
く
は
女

性
）
の
就
労
機
会
を
逸
し
て
い
る
現
実
が

あ
る
。

配
偶
者
（
女
性
）の
就
労
機
会
を
高
め
る

観
点
か
ら
配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
る
収

入
金
額
を
年
収
１
０
３
万
円
か
ら
１
３
０

万
円
程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め

る
。事

業
承
継
税
制

土
地
・
建
物
及
び
未
上
場
株
の

相
続
の
非
課
税
に
つ
い
て

未
上
場
株
の
相
続
を
非
課
税
と
す
る
こ

と
に
よ
り
、事
業
承
継
も
承
継
し
や
す
い
。

さ
ら
に
土
地
と
建
物
が
相
続
時
に
非
課
税

と
な
れ
ば
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
事
業
用
資
産
の

土
地
・
建
物
及
び
未
上
場
株
の
相
続
税
を

非
課
税
と
す
る
こ
と
。

消
費
税
制

１．

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
り
、
景
気
は

回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

地
域
経
済
及
び
消
費
者
の
実
感
は
乏
し

い
。
平
成
27
年
10
月
の
10
％
へ
の
引
き
上

山
梨
県
連
平
成
二
十
七
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
全
法
連
へ
提
出

山
梨
県
連
平
成
二
十
七
年
度

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
を
全
法
連
へ
提
出



(7)

げ
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
の
増
税
後
の

経
済
や
消
費
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
し
た
の
か
し
っ
か
り
見
極
め
、
年
末
ま

で
に
決
断
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
増
税

後
半
年
程
で
は
見
極
め
が
早
す
ぎ
る
。
ま

た
引
き
上
げ
る
時
は
併
せ
て
行
財
政
改
革

の
具
体
的
な
方
向
性
を
国
民
に
示
し
た
う

え
で
引
き
上
げ
に
踏
み
切
る
こ
と
。

２．

軽
減
税
率
に
つ
い
て

税
率
10
％
時
に
低
所
得
者
対
策
と
し
て

軽
減
税
率
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
導
入
さ
れ
た
場
合
、
高
額
所
得
者
と

の
間
に
負
担
感
の
差
異
を
生
ず
る
こ
と
と

な
り
、
税
収
の
目
減
り
の
ほ
か
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
の
手
直
し
も
予
想
さ

れ
、
社
会
保
障
が
手
薄
に
な
れ
ば
低
所
得

者
へ
の
対
策
が
弱
ま
り
か
ね
な
い
。
ま
た

適
用
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
線
引
き
も

難
し
く
、
更
に
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
が
導
入

さ
れ
た
場
合
、
事
業
者
の
事
務
負
担
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
現
行
の
単
一
税
率
を
維

持
し
、
低
所
得
者
対
策
は
簡
素
な
給
付
措

置
で
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
消
費

税
の
増
税
は
社
会
保
障
を
安
定
さ
せ
つ
つ

財
政
再
建
を
進
め
る
た
め
の
一
歩
で
あ
る
。

環
境
税
に
つ
い
て

環
境
税
（
地
球
温
暖
化
対
策
税
）
は
消

費
税
増
税
と
同
様
に
本
年
４
月
に
年
４
０

０
円
か
ら
８
０
０
円
へ
増
税
に
な
っ
た
。

現
行
法
で
は
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）

４
月
に
再
び
増
税
と
な
り
、
家
計
の
負
担

は
年
１，

２
０
０
円
に
な
り
、
消
費
税
増

税
で
負
担
感
が
高
ま
っ
て
い
る
家
計
に
と

っ
て
決
し
て
少
な
い
負
担
と
は
言
え
な
い
。

地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
、
環
境
技
術

の
向
上
に
つ
な
が
る
の
な
ら
国
民
の
理
解

は
得
ら
れ
る
が
、
環
境
税
収
入
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
別
会
計
の
「
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
基
金
」
は
会
計
検
査
院
か
ら
一
部

で
使
途
が
適
切
で
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。
加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
会
計
に
は

１，

８
０
０
億
円
を
超
え
る
剰
余
金
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
国
民
が

納
得
す
る
税
の
使
途
に
限
定
す
る
と
と
も

に
２
０
１
６
年
度
予
定
の
再
増
税
は
実
施

し
な
い
こ
と
。

地
方
税
制

１．

外
形
標
準
課
税
に
つ
い
て

法
人
税
改
革
に
伴
う
課
税
ベ
ー
ス
拡
大

に
向
け
た
地
方
法
人
課
税
の
見
直
し
の
中

で
外
形
標
準
課
税
の
対
象
拡
大
も
論
議
さ

れ
て
い
る
が
、
企
業
か
ら
「
賃
金
へ
の
課

税
と
な
る
た
め
雇
用
に
マ
イ
ナ
ス
」「
中

小
企
業
へ
の
負
担
増
は
厳
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
多
い
。
ま
た
回
復
基
調
に
あ
る
経

済
状
況
に
も
水
を
さ
さ
な
い
よ
う
慎
重
に

検
討
す
る
こ
と
。

２．

固
定
資
産
税
の
見
直
し
に

つ
い
て

固
定
資
産
税
は
地
価
の
長
期
的
な
下
落

に
も
関
わ
ら
ず
負
担
感
が
高
い
と
の
声
が

多
い
。
宅
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
実
勢

価
格
に
配
慮
し
た
評
価
、
居
住
用
家
屋
の

評
価
は
築
後
経
過
年
数
に
応
じ
た
評
価
方

法
に
す
る
な
ど
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

３．

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
見
直
し
に
つ
い
て

償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
中

小
企
業
に
も
課
税
さ
れ
て
い
る
が
、
中
小

企
業
の
設
備
投
資
を
促
進
す
る
た
め
に
、

現
行
の
免
税
点
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額

１
５
０
万
円
を
３
０
０
万
円
に
引
き
上
げ

る
こ
と
。

そ
の
他

１．

行
財
政
改
革
の
徹
底

社
会
保
障
制
度
の
安
定
化
、
財
政
健
全

化
を
目
的
に
消
費
税
増
税
が
実
施
さ
れ
、

更
に
平
成
27
年
10
月
に
は
再
増
税
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
消
費
税
増
税
に
国
民
の

理
解
を
得
る
た
め
に
行
っ
た
国
会
議
員
歳

費
の
20
％
削
減
は
本
年
４
月
で
打
ち
切
ら

れ
た
。国
会
議
員
の
歳
費
削
減
を
は
じ
め
、

進
ま
な
い
国
会
議
員
定
数
削
減
や
地
方
議

会
の
ス
リ
ム
化
、
納
税
者
視
点
に
立
っ
た

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
確
立
等
「
身
を
切
る
改

革
」
は
掛
け
声
倒
れ
の
様
相
で
あ
る
。
更

に
毎
年
会
計
検
査
院
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

る「
税
の
無
駄
使
い
」も
一
向
に
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。
再
増
税
の
前
に
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
断
行
す
る
こ
と
。

２．

社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方

高
齢
化
社
会
の
急
進
展
に
よ
り
、
今
後

の
社
会
保
障
給
付
は
急
速
な
増
大
が
見
込

ま
れ
る
。
財
源
を
公
費
負
担
に
頼
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
消
費
税
を
い
く
ら
増
税
し
て

も
追
い
つ
か
な
い
。

喫
緊
の
課
題
と
し
て
給
付
の
重
点
化
・

効
率
化
に
よ
る
抑
制
と
同
時
に
公
費
以
外

の
公
平
で
適
正
な
負
担
の
確
保
が
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
高
所
得
者
の
年
金
給
付
の

削
減
、
医
療
分
野
で
の
診
療
報
酬
体
系
の

見
直
し
や
介
護
保
険
給
付
の
あ
り
方
等
抜

本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

３．

共
通
番
号
制
度
の
実
施
に

つ
い
て

共
通
番
号
制
度
は
平
成
28
年
１
月
よ
り

運
用
が
開
始
さ
れ
、
当
面
は
利
用
範
囲
を

社
会
保
障
・
税
・
防
災
分
野
に
限
定
さ
れ

て
い
る
が
、
制
度
の
効
率
性
、
透
明
性
を

高
め
、
国
民
に
と
っ
て
も
利
便
性
が
高
く

公
平
・
公
正
な
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

既
に
使
わ
れ
て
い
る
各
種
の
番
号
を
統
一

し
、
さ
ら
に
金
融
・
医
療
等
を
含
め
幅
広

く
活
用
が
で
き
る
制
度
に
す
べ
き
で
あ

る
。実

施
に
当
た
っ
て
は
個
人
情
報
の
管

理
・
保
護
の
徹
底
に
努
め
、
制
度
の
適
切

な
運
用
を
担
保
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。



山
梨
県
で
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か

ら
、
森
林
及
び
環
境
の
保
全
に
係
る
県
民

税
（
森
林
環
境
税
）
を
導
入
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
健
全
な
山
梨
の
森
づ
く
り
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
導
入
後
二
年
間
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

■
基
本
施
策
ご
と
の
実
施
内
容

実
施
内
容
は
表
の
と
お
り
で
、
事
業
費

（
森
林
環
境
税
）
は
二
箇
年
で
五
億
二
千

万
円
余
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
３
つ
の
基
本
施
策
ご
と

に
、
主
な
実
施
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

①
多
様
な
公
益
的
機
能
の

維
持
・
増
進
を
図
る
森
づ
く
り

○
荒
廃
森
林
再
生
事
業

森
林
整
備
が
適
切
に
行
わ
れ
ず
、
荒
廃

し
た
民
有
林
を
一
五
二
七
ha
間
伐
し
ま
し

た
。森

林
内
の
光
環
境
が
改
善
さ
れ
、
公
益

的
機
能
を
重
視
し
た
針
広
混
交
化
（
針
葉

樹
と
広
葉
樹
が
混
じ
り
合
っ
た
森
林
）
へ

向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

○
里
山
再
生
事
業

長
期
間
放
置
さ
れ
、
低
木
や
つ
る
の
繁

茂
に
よ
り
荒
廃
し
た
、
住
宅
地
や
農
地
の

周
辺
の
里
山
林
を
一
七
三
ha
整
備
し
ま
し

た
。荒

れ
た
山
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
山

に
入
り
や
す
く
な
り
、
里
山
の
景
観
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

○
広
葉
樹
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

水
源
涵
養
や
生
物
多
様
性
な
ど
の
公
益

的
機
能
を
増
進
す
る
た
め
に
、
広
葉
樹
を

二
七
ha
植
栽
し
ま
し
た
。
　

②
木
材
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
促
進

○
甲
斐
の
木
づ
か
い
推
進
事
業

県
産
材
を
利
用
す
る
意
識
を
醸
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
県
産
材
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
県
内
の
学
校
施
設
な
ど
に
県
産

材
を
使
っ
た
机
・
椅
子
の
導
入
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
早
川
町
、
小
菅
村
、
富

士
河
口
湖
町
な
ど
の
五
つ
の
小
中
学
校

へ
、
合
計
一
二
〇
組
を
導
入
し
ま
し
た
。

木
の
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
机
・
椅
子

は
、
各
校
の
児
童
・
生
徒
さ
ん
達
か
ら
好

評
を
頂
い
て
い
ま
す
。

(8)

「
森
林
環
境
税
」を
活
用
し
た「
森
林
環
境
保
全
基
金
事
業
」の
実
績
に
つ
い
て

▲間伐により生きかえった森林

▲除伐により、林内が整備された里山林

▲ミズナラの植栽箇所。シカの食害から守る
ための食害防止ネットを設置しました。



③
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

○
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
推
進

事
業

地
球
温
暖
化
防
止
、
水
源
涵
養
な
ど
、

森
林
の
公
益
的
機
能
を
多
く
の
県
民
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
県
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
二
十
四
年
度

に
は
県
立
文
学
館
に
於
い
て
「
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
二
十
五
年

度
に
は
県
内
四
ヶ
所
で
「
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
草
野
満
代
氏
の
基
調
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
約
三
百

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
木
に
囲
ま
れ
た

暮
ら
し
へ
の
想
い
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

○
森
林
体
験
活
動
支
援
費
補
助
金

子
ど
も
た
ち
が
、
森
林
の
中
で
様
々
な

体
験
活
動
を
行
い
、
森
づ
く
り
の
重
要
性

や
必
要
性
を
学
ぶ
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た

り
森
林
を
守
っ
て
い
く
心
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
、
教
育
機
関
な
ど
が
行
う
森
林
体

験
活
動
に
対
し
て
費
用
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
甲
府
市
立
甲
運

小
学
校
な
ど
、
十
七
の
教
育
機
関
の
活
動

に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
活
動
に
お
い
て
も
、
森
林
の
中
で

子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
、
森

林
に
つ
い
て
を
楽
し
く
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

○
地
域
の
森
づ
く
り
活
動
支
援
費
補
助
金

N
PO

等
の
民
間
団
体
や
地
域
住
民
な

ど
、
多
く
の
県
民
の
方
が
森
づ
く
り
活
動

を
通
じ
て
、
森
林
の
果
た
し
て
い
る
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
社
会
全
体
で
森

林
を
守
り
育
て
る
気
運
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
県
内
のN

PO

団
体
な
ど
が

行
う
森
林
整
備
活
動
に
対
し
て
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
甲

府
市
の
七
覚
む
ら
づ
く
り
協
議
会
な
ど
、

十
二
の
団
体
の
森
林
整
備
活
動
に
助
成
を

行
い
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
森
林
へ
の
理
解
と
保
全

を
図
っ
て
い
ま
す
。

■
事
業
効
果
の
検
証
に
つ
い
て

今
後
も
「
３
つ
の
基
本
施
策
」
に
沿
っ

て
事
業
を
進
め
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
森
林

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
を
検

証
し
、
県
民
の
方
に
公
表
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
森
林
総
合
研
究
所
が
主
体
と

な
り
、
二
十
五
年
度
か
ら
「
事
業
効
果
検

証
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
」
を
実
施
し
て
お

り
、
事
業
効
果
の
定
量
的
な
把
握
と
、
分

か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

■
お
わ
り
に

法
人
会
か
ら
も
委
員
の
推
薦
を
頂
い
て

い
る
森
林
環
境
保
全
基
金
運
営
委
員
会

は
、
こ
れ
ま
で
に
四
回
開
催
し
、
各
委
員

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
県
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
意
見
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

今
後
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
展
開
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

(9)

▲早川中学校での使用状況

▲植樹・獣害防除作業体験（甲運小学校）

▲間伐作業（七覚むらづくり協議会）

▲土壌の移動量を調査する
ための土砂受け箱の設置
状況（北杜市内）



平
成
二
十
六
年
六
月
五
日
㈭
、
青
年
部

会
恒
例
の
親
睦
ゴ
ル
フ
及
び
特
別
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
大
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
於
い
て
、
十
七
名
の
参
加
を
得
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
関
東
の
梅
雨
入
り

の
日
に
当
た
り
雨
天
で
の
プ
レ
ー
と
な
り

ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
ゴ
ル
フ
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ゴ

ル
フ
終
了
後
の
税
務
研
修
会
は
、
大

月
駅
前
「
濱
野
屋
」
に
於
い
て
、
会
員
三

十
三
名
が
出
席
し
、
大
月
税
務
署
か
ら
山

岸
署
長
、
髙
橋
統
括
官
に
加
え
事
務
局
小

笠
原
専
務
に
も
出
席
を
頂
き
、
会
場
が
い

っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。
研
修
講
師
は
大
月
税
務
署
髙
橋
統
括

官
に
お
願
い
し
、「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」

及
び
「
建
設
工
事
請
負
契
約
書
」
の
印
紙

税
の
軽
減
措
置
の
延
長
及
び
拡
充
等
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
を
頂
き
、
す
ぐ
に
役
に
立

つ
内
容
の
も
の
で
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

税
務
研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

冒
頭
、
小
佐
野
新
部
会
長
、
川
上
前
部
会

長
、
山
岸
税
務
署
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
ま
た
小
佐
野
新
会
長
か
ら
川
上
前

部
会
長
に
対
し
感
謝
と
慰
労
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
う
な

ど
、
例
年
に
な
い
盛
り
上
が
り
の
中
、
大

い
に
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。青

年
部
会
親
睦
委
員
長

佐
々
木
弘
之

平
成
二
十
六
年
七
月
三
日
㈭
に
富
士
河

口
湖
町
船
津
の
割
烹
七
草
に
於
い
て
『
第

二
回
環
富
士
山
交
流
会
合
同
準
備
会
議
』

が
各
部
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
十
八
名
の

会
員
の
ご
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。環

富
士
山
交
流
会
と
は
富
士
山
を
囲
む

四
法
人
（
大
月
法
人
会
・
岳
南
法
人
会
・

沼
津
法
人
会
・
三
島
田
方
法
人
会
）
の
青

年
部
会
が
交
流
と
友
好
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
今
年
二
月
に
岳
南
法
人
会
富

士
宮
の
地
で
総
勢
六
十
四
名
の
多
く
の
会

員
の
ご
参
加
の
も
と
初
め
て
開
催
さ
れ
た

交
流
事
業
で
す
。

今
年
度
第
二
回
目
と
な
る
交
流
会
は
、

大
月
法
人
会
が
ホ
ス
ト
と
な
り
静
岡
県
の

三
法
人
会
青
年
部
を
山
梨
へ
お
招
き
し
、

法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
二
十
六
年
四
月
十
日
㈭
、
第
九
回

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
香
川
大
会

が
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
に
於
い
て
、
全
国

か
ら
約
千
六
百
名
の
参
加
の
も
と
（
当
会

河
口
湖
の
地
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、

交
流
会
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
に
合

同
準
備
会
議
を
開
催
し
、
出
席
会
員
よ
り

貴
重
な
ご
意
見
を
頂
く
と
同
時
に
、
九
月

六
日
㈯
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
当
会
青
年
部
会
が
ホ
ス
ト
と
し
て
充

実
し
た
内
容
の
交
流
会
、
ま
た
各
法
人
会

青
年
部
と
の
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と
な

る
よ
う
こ
れ
か
ら
企
画
い
た
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
会
員
の
方
々
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
当
日

ご
出
席
頂
き
ま
し
た
小
佐
野
昇
一
部
会
長

を
は
じ
め
、
大
月
・
都
留
・
富
士
吉
田
支

部
の
皆
様
方
に
も
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

青
年
部
会
河
口
湖
支
部
長松

浦
潤
一

七
名
参
加
）
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
香
川
大

会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
女
性
の
強
さ

と
優
し
さ
は
、
空
を
超
え
、
海
を
渡
る
～

輝
く
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
と
、
地
域
社
会

の
発
展
の
た
め
に
～
」
を
唱
和
し
開
会
し

ま
し
た
。

第
一
部
　
記
念
公
演

「
し
な
や
か
な
人
間
力
」
と
題
し
、
少

(10)

青
年
部
会
特
別
研
修
会

第
二
回
環
富
士
山
交
流
会
合
同
準
備
会
議

青
年
部
会
特
別
研
修
会

第
二
回
環
富
士
山
交
流
会
合
同
準
備
会
議



(11)

林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
総
裁
、
宗
由
貴
氏
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
少
林
寺
拳
法
の
創

始
者
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
今
日
ま
で

数
多
く
の
活
躍
と
経
験
を
積
ま
れ
て
き
た

講
師
の
お
話
は
大
変
有
意
義
な
内
容
で
あ

り
、
子
供
を
産
ん
で
育
て
る
力
、
女
性
の

パ
ワ
ー
を
地
域
社
会
の
貢
献
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
結
び
ま
し
た
。

第
二
部
　
式
典

主
催
者
と
し
て
、
全
法
連
池
田
弘
一
会

長
、
同
じ
く
女
連
協
政
所
正
枝
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。政
所
会
長
か
ら
は
、

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

事
業
が
女
性
部
会
の
租
税
教
育
活
動
に
お

け
る
基
幹
事
業
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
、

全
国
多
く
の
女
性
部
会
の
皆
様
が
集
ま
る

貴
重
な
機
会
で
あ
る
た
め
、
活
発
に
情
報

交
換
と
親
睦
を
図
り
、
単
位
会
活
動
を
通

し
て
今
後
の
法
人
会
活
動
に
参
考
に
し
て

欲
し
い
と
結
び
ま
し
た
。

第
三
部
　
懇
親
会

別
会
場
に
移
動
し
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
香
川
お
も
て
な

し
ス
テ
ー
ジ
等
盛
会
の
う
ち
に
閉
会
さ
れ

ま
し
た
。

女
性
部
会
都
留
副
支
部
長
　
山
口
光
子

郡
内
お
か
あ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
大
会

平
成
二
十
六
年
五
月
十
日
㈯
、
富
士
五

湖
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、「
第
三
十
回
郡
内
お
か
あ
さ
ん
コ

ー
ラ
ス
大
会
」
が
三
十
六
団
体
の
出
場
に

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
三
十
回
記
念
大
会
と
し
て
本

岩
孝
之
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定
さ

れ
、
通
常
よ
り
早
い
九
時
半
に
開
会
と
な

り
発
声
練
習
が
気
が
か
り
で
し
た
が
、
富

士
吉
田
支
部
の
方
々
の
配
慮
に
よ
り
、
開

会
前
に
下
吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
練
習
が
で
き
、
不
安
も
解
消
で
き
ま
し

た
。
出
場
順
番
は
二
十
六
番
目
で
し
た
の

で
、
出
場
ま
で
の
時
間
皆
様
の
演
奏
を
じ

っ
く
り
聞
か
せ
て
頂
き
、
本
番
は
全
員
楽

し
ん
で
歌
え
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。振

り
返
っ
て
み
れ
ば
、
二
月
の
記
録
的

な
大
雪
の
影
響
に
よ
り
、
大
会
に
向
け
て

の
練
習
時
間
不
足
は
否
め
ず
、
急
遽
新
曲

を
さ
だ
ま
さ
し
の
「
コ
ス
モ
ス
」
一
曲
の

み
に
す
る
こ
と
を
佐
々
木
先
生
が
決
断
さ

れ
ま
し
た
。
新
曲
の
練
習
で
は
言
葉
と
リ

ズ
ム
と
の
格
闘
で
し
た
が
、
も
う
一
曲
の

「
恋
の
フ
ー
ガ
」
は
リ
ズ
ム
に
乗
り
楽
し

ん
で
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
気
持
ち
に
少
し
余
裕
が
生
ま
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
曲
の
リ
ズ
ム
に

な
か
な
か
乗
れ
な
い
私
た
ち
を
必
死
で
ご

指
導
し
て
下
さ
っ
た
佐
々
木
先
生
と
高
島

先
生
の
お
蔭
と
、
本
番
に
底
力
を
発
揮
す

る
コ
ー
ラ
ス
部
員
の
度
胸
で
、
何
と
か
大

き
な
失
敗
も
な
く
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
審
査
の
先
生
方
か
ら
も
希
望
に
あ
ふ

れ
た
素
晴
ら
し
い
講
評
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
も
、
会
場
に
駆
け
つ
け
応
援

を
し
て
下
さ
っ
た
大
月
税
務
署
の
山
岸
署

長
様
外
職
員
の
皆
様
、
ま
た
大
会
役
員
を

始
め
関
係
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
心

か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
会
終
了
後

主
催
者
の
都
留
信
用
組
合
様
か
ら
音
の
鮮

明
な
す
ば
ら
し
い
Ｃ
Ｄ
と
写
真
が
届
け
ら

れ
、
早
速
部
員
皆
で
聞
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
皆

様
か
ら
頂
い
た
感
想
の
お
言
葉
を
次
の
練

習
・
大
会
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
、
よ
り
楽

し
く
美
し
く
豊
か
な
コ
ー
ラ
ス
を
目
指
し

て
会
員
一
同
努
力
し
ま
す
の
で
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
会
コ
ー
ラ
ス
部
長
　
佐
波
佳
子

女
性
部
会
日
帰
り
税
務

研
修
会

平
成
二
十
六
年
五
月
十
四
日
㈬
、
女
性

部
会
日
帰
り
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
女
性
部
会
四
十
三
名
に
加
え
、

親
会
五
名
、
一
般
一
名
に
参
加
を
頂
き
、



総
勢
四
十
九
名
と
な
り
ま
し
た
。

先
ず
は
、
前
進
座
五
月
公
演
を
観
覧
す

る
た
め
、
バ
ス
二
台
は
一
路
、
東
京
国
立

劇
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
演
題
「
お
染
の

七
役
」
の
見
ど
こ
ろ
は
、
何
と
言
っ
て
も

一
人
七
役
の
早
替
わ
り
で
し
た
。
皆
さ
ん

が
目
を
皿
の
よ
う
に
し
て
舞
台
を
注
視
さ

れ
る
と
同
時
に
見
事
な
演
技
に
感
激
・
感

動
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

観
劇
終
了
後
に
は
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
八
王
子
に
於
い
て
、
税
務
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
講
師
を
税
理
士
の
冨
田
博

之
先
生
に
お
願
い
し
、「
税
の
あ
れ
こ
れ
」

と
題
し
た
講
演
を
頂
き
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で
デ
ィ
ナ
ー

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
・
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

女
性
部
会
大
月
支
部
長
　
内
藤
定
子

租
税
教
室
の
出
張
授
業

開
催
と
小
学
生
に
よ
る

税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

中
間
経
過
報
告

毎
年
十
一
月
に
行
わ
れ
る
「
税
を
考
え

る
週
間
」
に
さ
き
が
け
、
地
元
小
学
生
の

児
童
を
対
象
に
行
う
税
金
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
を
、
今
年
度
は
女
性
部
会
河
口
湖
支
部

担
当
に
よ
り
昨
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
河
口
湖
町
教
育
長
梶
原

正
孝
様
に
は
早
く
に
御
目
文
字
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
二
月
の
記
録
的
大
雪
の
影
響

で
租
税
教
室
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
願

い
の
約
束
も
ま
ま
な
ら
な
い
事
で
し
た

が
、
富
士
河
口
湖
町
立
小
立
小
学
校
で
の

租
税
教
室
出
張
授
業
の
実
施
と
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
及
び
全
法
連
・
県
連
事
業
の
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。

四
月
一
日
よ
り
「
消
費
税
が
５
％
か
ら

８
％
へ
と
増
税
し
ま
す
」
と
国
会
で
決
定

し
早
く
か
ら
国
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
上
げ
当
日
に
は
大
き
な
混

乱
も
な
く
施
行
さ
れ
ま
し
が
、
私
た
ち
商

い
を
し
て
い
る
者
は
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た

値
段
へ
の
頭
の
切
り
替
え
に
、
商
品
の
値

段
の
付
け
替
え
に
と
慌
し
い
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
動
最
中
の
租
税
教

室
の
講
師
は
、
大
月
税
務
署
の
方
に
お
願

い
す
る
要
望
を
出
し
て
、
三
月
の
女
性
部

会
役
員
会
と
大
月
税
務
署
の
双
方
で
承

認
・
承
諾
を
頂
き
ま
し
た
。

四
月
中
旬
、
大
月
税
務
署
か
ら
山
岸
正

俊
署
長
、
髙
橋
稔
統
括
官
、
齊
藤
一
朗
上

席
官
、
事
務
局
よ
り
小
笠
原
能
久
専
務
に

ご
一
緒
頂
き
、
小
林
余
し
緒
女
性
会
長
と

女
性
部
会
河
口
湖
支
部
役
員
に
て
小
立
小

学
校
に
御
挨
拶
に
お
伺
い
い
た
し
ま
し

た
。
併
せ
て
富
士
河
口
湖
町
長
渡
辺
凱
保

様
、
副
町
長
古
屋
征
人
様
に
も
ご
挨
拶
に

上
が
り
ま
し
た
。

六
月
十
七
日
租
税
教
室
出
張
授
業
を
、

小
立
小
学
校
視
聴
覚
室
に
於
い
て
、
大
月

税
務
署
よ
り
齊
藤
一
朗
上
席
官
に
ご
出
席

を
頂
き
、
大
月
税
務
署
阿
部
真
寿
美
事
務

官
に
授
業
の
講
師
を
務
め
て
頂
き
実
施
。

視
聴
覚
室
は
大
学
の
講
堂
の
よ
う
に
階
段

状
に
な
っ
た
教
室
で
、
講
師
の
方
か
ら
は

児
童
全
員
の
お
顔
が
よ
く
見
え
る
造
り
で

も
あ
り
、
出
席
児
童
五
十
九
名
は
四
十
五

分
間
真
剣
に
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

授
業
は
税
金
ク
イ
ズ
で
始
ま
り
、
ビ
デ

オ「
マ
リ
ン
と
ヤ
マ
ト
不
思
議
な
日
曜
日
」

ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
観
て
「
税
金
と
は

何
か
」
を
考
え
、
聞
い
て
ノ
ー
ト
に
書
き

留
め
て
い
ま
し
た
。
特
に
四
月
に
消
費
税

が
増
税
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
児
童
の
皆

さ
ん
は
消
費
税
に
は
と
て
も
関
心
を
持
っ

て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。
ま
た
模
擬

紙
幣
に
よ
る
一
億
円
の
重
さ
を
体
験
し
そ

の
重
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

講
師
阿
部
事
務
官
の
授
業
振
り
は
、
と

て
も
は
つ
ら
つ
と
し
て
、
児
童
に
分
か
り

易
く
楽
し
い
授
業
で
し
た
。
今
回
の
出
張

授
業
に
よ
っ
て
、
児
童
た
ち
に
国
民
の
三

大
義
務
（
勤
労
・
教
育
・
納
税
）
や
社
会

勉
強
の
面
白
さ
や
、
社
会
の
仕
組
み
な
ど

へ
の
関
心
が
養
わ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
明
日
を
担
う
子
供
た
ち
が

輝
く
未
来
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

六
月
の
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総

会
に
お
い
て
、
税
理
士
会
県
連
会
長
の
挨

拶
の
中
で
、「
こ
れ
か
ら
は
税
理
士
法
上

に
お
い
て
租
税
教
室
を
行
う
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
が
、
益
々
租
税
教
室
の
意
義
の

重
要
性
と
充
実
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
当
日
参
加
し
て
下
さ
い
ま

し
た
齊
藤
上
席
官
、
小
笠
原
専
務
、
小
林

部
会
長
、
ま
た
講
師
を
快
く
お
引
き
受
け

頂
き
、
そ
の
重
責
を
立
派
に
務
め
ら
れ
ま

し
た
阿
部
事
務
官
に
は
有
難
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
と
し
て
の
税

金
絵
画
及
び
税
金
絵
は
が
き
の
出
品
が
待

た
れ
ま
す
。

女
性
部
会
河
口
湖
支
部
長
　
外
川
桂
子
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第
八
回
女
性
部
会

慰
問
活
動

六
月
十
八
日
㈬
、
女
性
部
会
富
士
吉
田

支
部
担
当
に
よ
り
、
富
士
吉
田
市
内
の
特

養
老
人
ホ
ー
ム
「
寿
荘
」
へ
の
慰
問
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
他
支
部
及
び
コ
ー
ラ
ス

部
皆
様
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
三
十
七
名

の
部
会
員
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

初
め
に
小
林
部
会
長
さ
ん
の
挨
拶
を
頂

き
、
脳
ト
レ
に
良
い
手
の
運
動
や
コ
ー
ラ

ス
部
の
指
導
で
昔
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
ま

し
た
。
皆
笑
顔
で
と
て
も
楽
し
そ
う
に
歌

っ
て
い
る
様
子
を
見
て
と
て
も
微
笑
ま
し

く
思
い
ま
し
た
。
一
時
間
程
度
で
し
た
が

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
、
感
謝
の
気
持
ち
と
多
少
の
満
足
感
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

終
わ
り
に
施
設
長
さ
ん
、
入
居
代
表
者

さ
ん
の
心
温
ま
る
お
礼
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

女
性
部
会
富
士
吉
田
支
部

幹
事
　
日
川
和
子

県
連
女
性
部
会
連
絡
協

議
会
・
交
流
会

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
四
日
㈫
、
第

三
十
六
回
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
及
び
交

流
会
を
鰍
沢
法
人
会
女
性
部
会
担
当
に
よ

り
、
身
延
山
久
遠
寺
に
於
い
て
開
催
。
県

連
芦
澤
会
長
、
大
石
専
務
理
事
ご
出
席
の

も
と
、
県
内
四
単
位
会
女
性
部
会
役
員
多

数
が
出
席
。（
当
会
十
四
名
出
席
）
芦
澤

会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
神
宮
寺
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

予
定
の
議
題
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
議
事
が

終
了
。
大
石
専
務
理
事
の
終
わ
り
の
挨
拶

に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

昼
食
と
休
憩
を
挟
ん
で
交
流
会
に
入

り
、
先
ず
「
写
経
の
心
得
」
を
ご
指
導
頂

き
写
経
と
写
仏
画
を
体
験
、
本
堂
に
移
動

し
納
経
の
儀
を
行
い
ま
し
た
。
ご
法
話
で

は
身
延
山
久
遠
寺
の
開
創
と
歴
史
・
教
訓

等
あ
り
が
た
い
お
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

終
わ
り
に
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
建
造

物
を
堪
能
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
創
っ
て
頂
い
た
鰍
沢
法
人
会
の
皆
様

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
上
野
原
支
部
長
　
田
村
夏
子

議
　
題

一
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告

二
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

三
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

（
各
単
位
会
で
実
施
）

四
、
そ
の
他

第
三
十
二
回
全
国
大
会
担
当
は
徳
島

県
連
（
平
成
二
十
七
年
度
開
催
）
　

(13)



決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
六
月
十
二
日
㈭
　
四
十
一
名

大
月
税
務
署

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
四
月
十
六
日
㈬
　
十
名

大
月
法
人
会
館

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
六
年
六
月
十
三
㈮
　
十
名

大
月
法
人
会
館

広
報
封
入
作
業

平
成
二
十
六
年
四
月
三
日
㈭
　
八
名

大
月
法
人
会
館

広
報
委
員
会

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日
㈮
　
十
三
名

大
月
法
人
会
館

県
連
主
催
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
お
願
い

平
成
二
十
六
年
六
月
四
日
㈬

西
桂
小
学
校

税
理
士
会
大
月
支
部
総
会

平
成
二
十
六
年
六
月
十
八
㈬

ハ
イ
ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ

監
査
会

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
㈮

大
月
法
人
会
館

(14)



(15)

平
成
26
年
度

年

間

予

定

表

上
＝
上
旬

中
＝
中
旬

下
＝
下
旬

上
部
団
体
の
主
な
事
業

総

務

委

員

会

組

織

委

員

会

研

修

委

員

会

税

制

委

員

会

厚

生

委

員

会

広

報

委

員

会

（

広

報

誌

編

集

）

青

年

部

会

女

性

部

会

そ
の
他
部
会
・
支
部
会
等

10
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
香
川
大
会

15

県
連
正
副
会
長
会

22

県
連
理
事
会

12
関
係
民
間
団
体
長
会
事
務
局
長
会
議

13

東
京
地
方
税
理
士
会

山
梨
県
会
総
会

18

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
総
会

19

県
連
総
会

23

関
係
民
間
団
体
長
会

９

県
連
専
務
理
事

事
務
局
長
会
議

25

関
係
民
間
団
体
長
会

関
係
民
間
団
体
意
見

交
換
会

下

県
連
専
務
理
事

事
務
局
長
会
議

上

関
係
民
間
団
体

事
務
局
長
会
議

16

全
国
大
会
栃
木
大
会

24
東
京
国
税
局
意
見
交
換
会

下

関
係
民
間
団
体
長
会

下

県
連
サ
ッ
カ
ー
教
室

17

納
税
表
彰
式

21

中
学
生
弁
論
大
会

中

県
連
専
務
理
事

事
務
局
会
議

中

全
法
連
賀
詞
交
歓
会

14

県
連
賀
詞
交
歓
会

下
税
理
士
会
賀
詞
交
歓
会

上

関
係
民
間
団
体
長
会

上

県
連
理
事
会

上

県
連
事
務
局
会
議

中

事
務
局
セ
ミ
ナ
ー

18

監
査
会

25

正
副
会
長
会

25

理
事
会

20

第
３
回
定
時
総
会

17

正
副
会
長

新
署
長
・
幹
部
に挨

拶

21

正
副
会
長
会

21

理
事
会

11

総
務
委
員
会

上

正
副
会
長
会

正
副
会
長

税
務
署
新
年
挨
拶

下

賀
詞
交
歓
会

中

正
副
会
長
会

中

理
事
会

13

新
設
法
人
説
明
会

４

組
織
・
厚
生
委
員
会

19

新
設
法
人
説
明
会

年
末
調
整
説
明
会

５

都

留

７

上
野
原

11

富
士
吉
田

19

大

月

12

新
設
法
人
説
明
会

下

県
連
組
織
委
員
会

18

新
設
法
人
説
明
会

12

研
修
委
員
会

下

県
連
研
修
委
員
会

中

研
修
委
員
会

16

決
算
法
人
説
明
会

22

決
算
法
人
説
明
会

10

県
連
税
制
委
員
会

12

決
算
法
人
説
明
会

12

税
制
委
員
会

18

決
算
法
人
説
明
会

中

税
制
改
正
要
望
活
動

17

決
算
法
人
説
明
会

15

決
算
法
人
説
明
会

下

県
連
税
制
委
員
会

上

税
制
委
員
セ
ミ
ナ
ー

17

決
算
法
人
説
明
会

23

県
連
厚
生
委
員
会

４

組
織
・
厚
生
委
員
会

中

県
連
厚
生
委
員
会

３

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
５
６
号
発
行

20

広
報
委
員
会

１

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
５
７
号
発
行

下

県
連
広
報
委
員
会

下

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
５
８
号
発
行

５

広
報
委
員
会

上

広
報
委
員
会

下

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
５
９
号
発
行

上

広
報
委
員
会

中

県
連
広
報
委
員
会

25

監
査
会

25

役
員
会

20

第
３
回
定
時
総
会

４

税
務
研
修
会

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

７

県
連
連
絡
協
議
会

８
税
務
署
と
の
役
員
交
歓
会

中

標
語
高
校
訪
問

河
口
湖
高
校
・
富
士
北
陵
高
校

６
環
富
士
山
交
流
会

中

社
会
見
学
会

３
環
富
士
山
交
流
委
員
会

23

標
語
署
に
お
願
い

中

標
語
最
終
選
考
会

下

県
連
サ
ッ
カ
ー
教
室

11
全
国
青
年
の
集
い
秋
田
大
会

中

標
語
表
彰
式

年
末
調
整
説
明
会

５

都
留
　
７

上
野
原

11

富
士
吉
田

19

大
月

下
少
年
野
球
大
会
・
野
球
教
室

上

年
末
特
別
研
修
会

中

役
員
会

10
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

香
川
大
会

10
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会

14

日
帰
り
税
務
研
修
会

20

第
３
回
定
時
総
会

28

県
連
連
絡
協
議
会

正
副
会
長
会

４

税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
用
紙
持
参
西
桂
小

17

租
税
教
室
・
税
の
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
用
紙

持
参

小
立
小

18
第
８
回
慰
問
富
士
吉
田
寿
荘

24

県
連
連
絡
協
議
会
交
流

会
　
身
延
山

下

役
員
会

２
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
月

10
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
都
留

11

県
連
連
絡
協
議
会

正
副
会
長
会

年
末
調
整
説
明
会

５

都
留
　
７

上
野
原

11

富
士
吉
田

19

大
月

中
第
９
回
慰
問
河
口
湖
地
区

中

絵
画
最
終
選
考
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

上

年
末
特
別
研
修
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

正
副
会
長
会

中

役
員
会

中

日
帰
り
税
務
研
修
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

交
流
会

27

富
士
吉
田
地
区
税
務

研
修
会
・
特
別
講
演
会

30

富
士
吉
田
６
支
部

役
員
会

下

上
野
原
地
区
税
務

研
修
会

上
大
月
地
区
税
務
研
修
会

上
都
留
地
区
税
務
研
修
会

上
河
口
湖
地
区
税
務
研
修
会

特
別
講
演
会

中

道
志
地
区
税
務研

修
会

中
富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会

税
務
研
修
会

中

大
月
地
区
税
務
研
修
会

中

秋
山
地
区
税
務
研
修
会

中

都
留
地
区
税
務
研
修
会

中
河
口
湖
地
区
税
務
研
修
会

下

西
桂
地
区
税
務
研
修
会

下

富
士
吉
田
地
区

税
務
研
修
会

下

忍
野
地
区
税
務
研
修
会

下
山
中
湖
地
区
税
務
研
修
会

26年4月5 月6 月7 月8 月9 月10 月11 月12 月27年1月2 月3 月

21

決
算
法
人
説
明
会
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お
別
れ
の
御
挨
拶

前
大
月
税
務
署
長

山
岸
　
正
俊

盛
夏
の
候
、
公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
度
、
大
月
税
務
署
長
を
最
後
に
、
思
い
出
の
多
い
税
務
の
職
場
を
卒
業
い
た

し
ま
し
た
。
昨
年
７
月
の
着
任
以
来
、
細
谷
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
か

ら
税
務
行
政
に
対
す
る
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
そ
の
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

在
勤
中
の
一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
租
税
教
室
や
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
、
高
校
生
の
税
に
関
す
る
標
語
の
募
集
活
動
を
は
じ
め
、
次
代
を
担
う
児
童
・

生
徒
に
正
し
く
税
を
理
解
さ
せ
、
将
来
の
納
税
者
と
し
て
の
意
識
を
養
わ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
皆
様
の
活
動
に
感
銘
す
る
と
と
も
に
、
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
女
性
部
会
の
コ

ー
ラ
ス
大
会
な
ど
、
数
々
の
事
業
活
動
に
御
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
思
い
出
深

い
一
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
貴
会
が
主
催
し
た
「
消
費
税
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
各
種
の
研
修
会
で
、
多
く
の

事
業
者
に
申
告
・
納
税
す
る
上
で
注
意
点
や
転
嫁
対
策
な
ど
を
周
知
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

本
年
４
月
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
が
円
滑
に
行
わ
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
月
税
務
署
管
内
最

大
の
経
済
団
体
と
し
て
、
そ
の
組
織
力
を
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
企
業

や
他
の
団
体
と
も
連
携
を
図
ら
れ
、
更
に
充
実
し
た
幅
広
い
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
税
務
行
政
に
つ
き
ま
し
も
引
続
き
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
御
健
勝
並
び
に
事
業
の
御
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

転
任
の
御
挨
拶

前
法
人
課
税
第
１
部
門
統
括
官

髙
橋
　
　
稔

盛
夏
の
候
、
公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
王
子
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門
統
括
官
に
転
任

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
年
間
に
わ
た
り
、
細
谷
会
長
を
は
じ
め
役
員
、
会
員
並
び
に
事
務
局
の
皆
様
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

各
支
部
お
よ
び
女
性
部
会
、
青
年
部
会
の
役
員
会
や
定
時
総
会
、
年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

や
各
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
、
青
年
部
野
球
大
会
や
女
性
部
コ
ー
ラ
ス
大
会
、
賀
詞
交
歓
会

と
理
事
会
や
定
時
総
会
、
そ
し
て
全
て
の
意
見
交
換
会
で
の
思
い
出
は
、
私
に
と
っ
て
忘

れ
る
こ
と
の
な
い
宝
物
で
あ
り
、
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
は
、
納
税
道
義
の
高
揚
と
健
全
な
企
業
経
営
を
目
指
し
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、
人
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
人
情
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
法
人
会
で
す
。

今
後
も
更
な
る
発
展
と
躍
進
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法
人
大
月
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
別
れ
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、
是
非
と
も
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
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大月税務署人事異動のお知らせ

官 職 名

署 長

総 務 課 長

管理運営１統括官

管理運営２統括官

徴 収 統 括 官

個 １ 統 括 官

個 ２ 統 括 官

個 ３ 統 括 官

資 産 統 括 官

法 １ 統 括 官

法 ２ 統 括 官

法 ３ 統 括 官

法１総括上席

法１審理上席

柏原　秀充

吉澤　勝美

西谷　和行

堀内　正人

齋藤　一俊

中島　眞人

三枝　哲哉

藤牧　　章

檜渡　　弘

矢井田直輝

天野　忠人

世羅　良雄

大河原孝宏

齊藤　一朗

山岸　正俊

吉澤　勝美

河野　正広

堀内　正人

齋藤　一俊

中島　眞人

三枝　哲哉

藤牧　　章

檜渡　　弘

髙橋　　稔

唐澤　秀明

天野　忠人

夏坂　昭博

齊藤　一朗

立川署 特別徴収官

（留任）

横浜中署 管理運営２統括官

（留任）

（留任）

（留任）

（留任）

（留任）

（留任）

局 課税２部 酒税課 実務指導専門官

大月署 法人３統括官

日本橋署 法人１連絡調整官

杉並署 法人１総括上席

（留任）

退官

浅草署 管理運営１統括官

王子署 法人１統括官

東村山署 法人３統括官

大月署 法人２統括官

立川署 法人１連絡調整官

現　　　　任　　　　者 前　　　　任　　　　者

平成26年7月10日

新任者プロフィール

●出身地　

鹿児島県

●趣　味　

和太鼓

●モットー　

継続は力なり

柏原秀充署長

●出身地　

北海道札幌市

●趣　味　

ドライブ

●モットー　

自分に正直に

矢井田直輝法人１統括官
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「ｅ-Ｔａｘソフト（ＳＰ版）」スタート！！
「納税に便利」、スマートフォン等でｅ-Ｔａｘがご利用いただけます

第３回定時総会も終了し、平成２６年度の事業活動がスタートしました。
ｅ－Ｔａｘ推進協議会では、本年度も事業の重点項目となってい「電子

申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）の更なる利用促進」に向けて、会員の
皆様に情報発信を行ってまいりますので、ご理解とご協力をよろしくお願
いいたします。

近年、スマートフォンやタブレット端末（以下「スマートフォン等」といいます。）の急速な
普及が進み、パソコンの代替としてのアクセス手段の多様化が進んでいます。

国税庁では、これらスマートフォン等の普及や利用者からの意見要望を受けて、利便性の向上
を図るため、これまでパソコンでの利用を前提としていたｅ-Ｔａｘのサービスのうち、一部の手
続等について、スマートフォン等でのご利用を平成26年6月16日から開始いたしました。

【ｅ-Ｔａｘ（ＳＰ版）】のＳＰとは「Smartphone」の略称です。
ご利用いただける機能及び手続は以下のとおりです。

●　e-Taxホームページ（スマートフォン等専用）の閲覧
スマートフォン等専用のe-Taxホームページにて「重要なお知らせ」及び「お知らせ」の

閲覧等ができます。

●　e-Tax（SP版）の利用
スマートフォン等専用のe-Taxホームページへアクセスし、「e-Tax（SP版）」へのログイ

ンにより次の機能がご利用できます。

ｅ－Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ

◎ 利用者情報の登録・確認・変更

◎ 納　　税

◎ メッセージボックスの確認

※　推奨環境や利用可能時間などの詳細は国税庁ホームページからご確認ください。

申告・申請等のデータの基本情報となる氏名、住所等の情報、「税務署からのお知らせ」等を

受信するメールアドレスの登録・確認・変更

（法人利用者については、利用者情報の確認機能のみご利用が可能です。）

納付情報登録依頼（税目、納付金額等の納付情報データの作成、送信等）、ダイレクト納付、

インターネットバンキング（金融機関等サイト）へのリンク

(注)　納付情報登録依頼について、税理士等による代理送信はご利用になれません。

e-Taxに送信した申告・申請等データの送信結果、「税務署からのお知らせ」等の確認

e-Taxを利用して還付申告を行った場合の、還付金の処理状況の確認

◎ 還付金処理状況の確認

「ｅ-Ｔａｘソフト（ＳＰ版）」スタート！！
「納税に便利」、スマートフォン等でｅ-Ｔａｘがご利用いただけます
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神
社
め
ぐ
り

軍
刀
利
神
社
（
旧
指
定
村
社
）

鎮
座
地

上
野
原
市
棡
原
四
一
三
四

祭
　
　
神

日
本
武
尊

例
祭
日

四
月
十
九
日

宮
司
名

佐
々
木
幸
永

総
代
長

石
井
克
己

境
内
地

三
〇
〇
坪

氏
子
戸
数

五
十
二
戸

崇
敬
者
数

五
〇
〇
〇
人
　

由
緒
沿
革

第
十
二
代
景
行
天
皇
御
代
、
勅
令
に
よ

り
御
東
征
さ
れ
た
天
皇
の
御
子
日
本
武
尊

が
、
三
国
山
頭
に
於
い
て
、
草
薙
剣
を
神

実
と
し
て
御
視
察
さ
れ
た
。
こ
れ
を
当
社

神
事
と
す
る
。

第
七
十
代
御
冷
泉
天
皇
の
永
承
三
年

（
一
〇
四
九
年
）
五
月
、
そ
の
地
に
社
を

創
立
、
武
州
桧
原
郷
、
相
州
佐
野
川
郷
、

並
び
に
棡
原
郷
の
総
鎮
守
と
称
さ
れ
た

が
、
野
火
の
災
に
罹
り
、
延
徳
年
間
現
今

の
地
に
遷
座
す
る
。

軍
神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
特
に
武

門
の
崇
敬
は
篤
く
、
武
田
信
玄
は
自
画
讃

水
仙
を
奉
献
。
岩
殿
城
主
小
山
田
家
は
累

代
当
社
を
崇
敬
し
、
七
代
の
主
信
有
は
享

禄
三
年
（
一
五
三
一
年
）
郡
内
に
侵
入
し

た
北
条
軍
迎
撃
の
出
陣
に
当
た
り
戦
捷
祈

願
を
し
、
矢
坪
坂
に
て
是
を
撃
破
敗
走
さ

せ
、御
神
徳
に
感
じ
金
百
両
を
寄
進
す
る
。

上
野
原
郷
豪
族
加
藤
氏
、
小
菅
遠
江
守
信

影
累
代
の
主
、
年
々
神
社
維
持
費
を
幕
末

第27回

に
至
る
迄
奉
献
す
る
。

甲
斐
国
志
に
は
「
軍
茶
利
夜
叉
明
王
者

棡
原
村
井
戸
鎮
守
永
正
八
年
（
一
五
一
一

年
）
鰐
口
有
銘
略
之
寛
永
九
壬
申
（
一
六

三
二
年
）
棟
札
あ
り
略
之
云
々
と
あ
る
。

近
世
ま
で
は
修
験
道
軍
刀
利
神
社
と
称

す
る
よ
う
に
な
り
、
軍
神
と
し
て
広
く
郡

内
一
円
に
講
を
中
心
と
す
る
信
者
を
持

ち
、
神
奈
川
県
、
東
京
多
摩
地
区
ま
で
信

者
が
広
が
っ
て
い
る
。
明
治
六
年
に
村
社

と
な
り
、
今
日
は
東
方
の
国
々
を
征
服
さ

れ
た
ご
祭
神
の
勇
猛
な
威
力
と
神
剣
の
霊

力
に
よ
っ
て
、
悪
い
因
縁
を
断
ち
切
る
と

し
て
、
必
勝
、
厄
除
け
、
招
福
、
縁
結
び

の
神
と
し
て
全
国
的
な
信
仰
を
集
め
、
遠

路
を
い
と
わ
ず
山
道
を
登
る
参
詣
者
で
非

常
な
賑
わ
い
を
示
す
有
名
神
社
の
一
つ
で

あ
る
。
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●ビタミンってなんだろう？ 
私たちは、生きていくために必要な栄養素

を主に食べ物からとっています。特に、タン

パク質・炭水化物・脂質の三大栄養素は、大

量に必要とされ、エネルギー源になったり体

の細胞の原料として使われます。

そして、ビタミンは、これら三大栄養素を

有効に使うために欠かせない栄養素の一つな

のです。

炭水化物と脂肪がエネルギーに代わったり、

タンパク質が体の細胞に変わることを「代謝」

と呼んでいます。代謝は酵素の力で起こりま

す。酵素は、私たちが生きていくための体内

の化学反応すべてで活躍しています。この酵

素、単独で働くものと、補酵素の力を借りな

いと力を発揮できないものの２種類があり、

補酵素として働く代表的な物質がビタミンな

のです。

●クルマでいえばエンジンオイル
身体をクルマに例えると、ビタミンやミネ

ラルはエンジンオイルになります。立派な車

体に馬力のあるエンジンを積んで、ガソリン

を満タンに入れていても、エンジンオイルが

ないとクルマは動きませんよね。

つまり、どんなに栄養をたくさん摂ったつ

もりでも、ビタミンとミネラルが無ければ、

エネルギーや細胞ができないため、健康な体

を作ることが出来ないのです。酵素として働

く代表的な物質がビタミンなのです。

●ビタミンが不足するとどうなるの？ 
ビタミンが不足すると、補酵素としての働

きが弱くなり、その結果、酵素のかかわる生

命活動そのものが低下してしまいます。つま

り、体のエネルギーや細胞がうまく作られな

かったり、栄養の消化や吸収に支障をきたし

ます。これがビタミン欠乏症です。体が疲れ

やい、肌荒れしやすい、風邪をひきやすい、

口内炎ができやすい、などの体の不調が出た

ら要注意です。

●ビタミンは体内で作れない 
ビタミンは基本的に自分の体内で作り出せ

ないため、野菜や果物などの食べ物や、サプ

リメント等から補う必要があります。例外も

ありますが、ほとんどは食べ物から摂らない

と不足してしまうのです。

ビタミンビタミンビタミンビタミン
の知識と食生活の知識と食生活
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